
第４次宮代町総合計画

後期実行計画（H28～H32）

平成２９年度

下期進捗状況



事業名 ﾍﾟｰｼﾞ 下期結果 平成29年度下期実施結果 担当

地域交流サロン支援事業 1 完了
地域が運営する地域交流サロンの運営支援
サロンに関わる担い手の育成

健康介護課

地域敬老会支援事業 3 完了
地域敬老会補助金制度などにより、地区・自治会が
開催する敬老会を支援

健康介護課

介護予防・健康づくり活動支援事業 6 完了
介護予防・健康づくりに関するリーダーの養成
みやしろキラキラ体操の普及

健康介護課

防災コミュニティ促進事業 8 完了
防災・防犯マスター講座の開催
デジタル防災行政無線の整備

町民生活課

市民、活動、地域資源の縁結び事業 10 完了
市民活動情報の収集とＰＲ。やりたいゾゥ登録者の
講座等への活用、マッチングの推進

町民生活課

上手に使おう集会所事業 12 完了
集会所、地区・自治会情報を町ホームページで紹介
集会所の拠点化に向けた修繕等の実施

町民生活課

人権尊重平和事業 13 完了
人権教育研修会の実施
男女共同参画セミナーの実施

総務課
教育推進課

宮代型観光推進事業 15 完了
新しい村グリーンツーリズム事業の実施
「つながり作りイベント和e輪e」の開催

産業観光課

宮代町の魅力推進事業 17 完了
冬の自然観察会などの五楽体験イベントを開催
「桜イルミネーション」の実施

町民生活課

市民の活動をつなぐｲﾝﾀｰﾈｯﾄ放送局 19 完了
市民特派員による地域の話題の取材とユーチューブ
を活用した動画の発信。動画講座の実施。

総務課

みんなで子育て！こども未来事業 21 完了
子育て応援ウェブサイトの運用。子育て広場の利用
者が企画に参加したイベントの開催。

福祉課

みやしろ定住促進作戦 23 完了
定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」による情報発
信。サイトのリニューアルの検討。

企画財政課

宮代ファーマーズタウン推進事業 27 完了
市民農園開設の補助金制度を周知。認定市民農園
「西原ふるさと農園」の今後の管理について検討。

産業観光課

道仏土地区画整理周辺整備事業 28 一部未完了
道仏土地区画整理事業の支援
春日部久喜線にかかる用地買収の実施

まちづくり建設課

東武動物公園駅西口周辺整備事業 29 一部未完了
中央通り線の用地交渉。中央通り線と県道春日部久
喜線の交差点改良の一部工事に着手。

まちづくり建設課

東武動物公園駅東口周辺整備事業 30 一部未完了
駅前広場整備のため、杉戸町と事業協力について
協定を締結。駅前広場となる用地を取得。

まちづくり建設課

まちなか起業創業支援事業 31 完了
「働く」に関わるウェブサイト「宮代で働こっ」の運用
宮代マルシェの開催

産業観光課

障がい者の雇用創出事業 33 完了
障がい者雇用の普及啓発、就労相談。障がい者就
労施設等の業務確保支援。

福祉課

宮代町農業の６次化推進事業 34 完了
宮代町の地域伝統食の発掘
新たな6次化商品の開発にむけた調査・研究

産業観光課

明日の農業担い手支援事業 37 完了
農業担い手塾塾生の受入れと自立支援
町内農業への民間企業、法人等の誘致

産業観光課

宮代町農業生産基盤整備推進事業 40 完了
過度な経費負担を伴わない基盤整備事業の推進に
あたる勉強会等を実施するモデル地区を決定。

産業観光課

公共施設再編第2期計画 43 完了
小中学校適正配置の推進にあたっての長寿命化の
検討。借地解消に向けた地権者との交渉

企画財政課
教育推進課

合計22事業完了＝19事業（86％） 一部未完了＝3事業（14％） 未完了＝0事業

第４次総合計画後期実行計画 平成29年度下期進捗結果一覧表



地域交流サロン支援事業

健康介護課

企画趣旨

地域に住む人たちが気軽に集える場（交流サロン）を地域住民が主体的に運営提供することで、

高齢者の閉じこもりを解消します。そこでは多様な活動を展開することで、世代を超えた交流を生

み出し、高齢者の元気アップにつなげていきます。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)サロン連絡会への参加と課題の集約

・10月に社協主催のサロン連絡会に参加し、サロン活動が充実するための情報提供として、町が実施す

る体力測定や介護予防出前講座のＰＲ、進修館が実施するやりたいゾゥの紹介を行いました。また、サ

ロンで余興を頼んだ場合の謝礼の取扱いについて意見交換を実施し、活動する上での各サロンの気にか

けている部分を互いに話し合い、解消することができました。

(2)サロンに関わる担い手の育成

・現在サロンを運営している方と、これからサロンを始めようとしている方が、ともに楽しく居場所づく

りに取り組めるように全 3 回で、地域交流サロン立ち上げ講座兼フォローアップ講座を社協委託により

開催し、およそ 30名の方が参加しました。3回を通して、仲間づくりとサロン立ち上げの機運を高め

ることができました。

1 回目：埼玉県立大学の講師により、模擬地域懇談会として地元の抱える問題を共有しました。

2 回目：サロン実践報告として、宮代台の月曜くらぶが活動報告を行いました。

3 回目：サロン実践者をホストに、ワールドカフェ方式でサロンを取り組む上での課題を出し合いま

した。

(3)世代を超えた交流支援

・10 月～12 月に日本保健医療大学の学生が各月 2名ずつ 6 名、3月に埼玉県立大学の学生 2 名が、地域

交流サロンへの参加・体験を行い、世代を超えた交流の機会を提供しました。サロン参加者はいつも以

上に盛り上がり、高齢者の元気アップに繋げる良い機会となりました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○集会所等を活用したサロンの開催 町内 30 か所/3 か所立ち上げ、合計 23 か所（平成 29 年度末）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

支援内容の見直し 健康介護課

実施団体による意見交換会の開催 健康介護課

サロン運営のキーマン育成 健康介護課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)社協主催サロン連絡会への参加と課題の把握

・5 月のサロン連絡会に参加し、地域主体で開催する 18 か所の各サロンの運営状況、課題を、意見交換

を通して把握していきます。また、サロン活動の充実が図られるよう、情報提供を行います。

(2)地域交流サロン支援事業補助金の見直し

・地域主体のサロンの多くは自治会単位で開催しており、地域住民以外の参加が制限されているところが

多数となっています。地域住民以外の方が参加できるサロンを増やすため、補助金の見直しを行います。

(3)サロンに関わる担い手の育成

・社協が主催するボランティアサンクスフェアに参加し、アクティブシニアの社会参加を目的とした縁じ

ょいライフ事業をＰＲし、担い手の育成に努めます。

(4)世代を超えた交流支援

・昨年度に引き続き、学生の実習や近隣保育園との交流等、若い世代との交流がもたらす精神的な充実を

得られる機会として、世代間交流の機会を提供できるよう支援していきます。
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地域敬老会支援事業

健康介護課

企画趣旨

参加しやすい地域単位での敬老会の開催へと移行を進めながら、地域主体で継続できる敬老会に

していきます。元気な高齢者が活躍でき、働き盛りや子育て世代、子どもたちを巻き込んだ幅広い

世代交流で、地域コミュニティの醸成を図ります。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)開催に向けた相談及び運営支援

・地域敬老会の開催地区に対し、備品貸し出しや催し物の情報提供を行いました。また、運営を支援す

るため、地域敬老会運営補助金を交付しました。

(2)アンケートの実施、課題の検討及び見直し

・実施地区、未実施地区を含め、2月にアンケート調査を実施し、意見を収集し課題を確認しました。

(3)地域敬老会開催地区促進のＰＲ

・地域敬老会の開催案内及び、当日の様子を広報みやしろ及び町ホームページに掲載し、ＰＲしました。

また、地区連絡会で各自治会に呼びかけ、自治会から投稿された記事及び写真も町ホームページに掲

載しました。

・地域敬老会の当日の様子を記録し、スライドショーにしたものを 2月の地区連絡会にて上映し、未開

催地区に対して活動内容をＰＲしました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○全地区（78 地区）で敬老事業を実施/67 地区で実施（平成 29年度末）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

支援内容の見直し 健康介護課

地域敬老会の運営支援 健康介護課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)敬老会支援の見直し

・高齢者の方が参加しやすい地域敬老会となるように、平成 29 年度に実施したアンケートの結果や意見

から課題を検証し、支援方法を検討します。

(2)運営の支援

・敬老会の運営を支援するために補助金の交付を行います。また、実施に関する相談や催し物の情報提供

を行います。

(3)開催促進のためのＰＲ

・広報みやしろ及び町のホームページを利用し、地域敬老会の様子の記事や写真を掲載します。また、地

域敬老会の様子を更にわかりやすく伝えるために、昨年度の地域敬老会の様子を記録したＣＤ－ＲＯＭ

の貸し出しを行います。
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介護予防・健康づくり活動支援事業

健康介護課

企画趣旨

地域が主体的に行う介護予防・健康づくりに資する活動を支援し、多くの町民の介護予防・健康

づくり活動を促進します。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)介護予防・健康づくりに関するリーダーの養成

・介護予防リーダーステップアップ勉強会を 12月に開催し、参加者 36 名のスキルアップを図ることが

できました。また、自主活動グループに対し、出前講座として健康運動指導士を派遣できることをＰ

Ｒし、10月～3月にかけて 5 回の派遣に繋がりました。

(2)みやしろキラキラ体操の普及

・みやしろキラキラ体操ＤＶＤ・ＣＤを自主グループ 2団体に貸し出しました。また、町主催の介護予

防教室で 200 名、出前講座で 11 名に指導し普及に努めました。町民体育祭においては、スポーツ推進

委員によるみやしろキラキラ体操デモンストレーションを行いました。

※参加者数は実人数

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○健康づくり活動団体 20 団体/16 団体

○介護予防リーダーの養成確保 120 人/116 人

○全ての活動団体においてみやしろキラキラ体操実施 9 団体/16 団体中

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

介護予防効果の検証と結果の公表 健康介護課

介護予防リーダー養成講座の実施、

自主グループへの講師派遣など
健康介護課

みやしろキラキラ体操の普及（イベント

などでの活用）

健康介護課

関係課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)介護予防・健康づくりに関するリーダーの養成

・介護予防リーダー養成講座および、ステップアップ勉強会の開催をし、新たに介護予防に取り組む人材

の育成や、技術の向上に努めます。また、地域交流サロンの見学会をメニューに加え、介護予防リーダ

ーと地域の結びつきを強化します。

・引き続き、自主活動グループに対し、出前講座として健康運動指導士を派遣できることをＰＲし、地域

での介護予防活動を支援します。

(2)みやしろキラキラ体操の普及

・みやしろキラキラ体操ＤＶＤ・ＣＤの貸し出しについて引き続きＰＲします。

・町主催の介護予防教室で引き続き指導を行うほか、出前講座のＰＲを行います。
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言語を選択 Ԃ

�����年�月�日 � ������ ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

お問い合わせ

宮代町役場健康介護

課高齢者支援担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���、

���

ファックス � ���������

����

トップ 暮らしの情報 医療・健康・福祉 健康づくり

介護予防リーダーが活躍しています

介護予防リーダーが活躍しています

宮代町では平成��年度から、地域で介護予防を推進する人材として介護予防リーダーを育成しています。

平成��年度までに���人の方を認定しました。

平成��年度の講座等の実績は

�月�日　介護予防リーダーステップアップ勉強会　��名参加

�月��日～�月��日　介護予防リーダー養成講座　　��名参加　　

��月��日　介護予防リーダーステップアップ勉強会　��名参加

��月開催のステップアップ勉強会の様子です。タオルを使用した体操を学びました。参加

したみなさんは、地域の活動にどのように運動を取り入れたらよいか、イメージしながら

取り組んでいました。

介護予防には「運動・栄養・お口の健康」に加え、「人と人との交流」が大切と言われています。

介護予防リーダーの方々には、地域のサロンや健康づくり団体において介護予防に取り組んでいただくなかで、運動のみならず、地域

で集う楽しさも広めていただいています。

介護予防リーダーの方が活動している団体の詳細をご覧になりたい方は、添付ファイルをダウンロードしてください。平成��年��月調

査において回答いただいた団体を掲載しています。

活動団体調査データを下記からダウンロードできます

� �ファイル名：�������� ���� �サイズ：��������

平成��年��月調査に回答いただいた団体を掲載しています。
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防災コミュニティ促進事業
町民生活課

企画趣旨
防災に関する自助、共助の取り組みを進めることで、地区内のコミュニケーションを円滑にし、

各地区の防災力を高めていきます。また、周辺地区や消防団等との連携も強めていきます。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)防災・防犯マスター講座の開催

・防災･防犯力の向上を目指し､上半期に続き残り 3 回の講座を実施しました｡

第 4 回:宮代町地域防災訓練 参加者数 14 名

第 5 回:｢犯罪の発生傾向と対策について｣、｢命を守る予防対策｣ 参加者数 15 名

第 6 回:｢住まいの防犯対策について｣、｢防犯パトロールについて｣､｢修了式｣参加者数 15名

(2)自主防災活動に対する支援(組織の活動に対する経費補助)

・防災資機材（リヤカー、トランシーバー等）13 地区、防災コミュニティ拠点(集会所等)機能整備

5 地区、地区防災訓練（炊き出し訓練用材料等）33 地区、防災研修（ＡＥＤ）2地区

(3)地域防災訓練(須賀小学校)の開催

・10 月 15 日に実行委員会方式による地域防災訓練 参加者数 778 名

※雨天のため、屋内（体育館）で実施

実施内容：応急手当訓練、要援護者疑似体験、炊出し訓練等

(4)デジタル防災行政無線の整備、防災関連団体との連携強化

・防災情報システムについての職員研修会を開催し、操作方法を習得しました。

・防災・防犯等に関する情報を登録制メール、テレ玉データ放送等を通じて随時発信しました。

・災害時の情報収集のため、消防団と移動系防災行政無線を使った定期通信訓練を実施しました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○自主防災組織率 100％ /100％ ○活動実績 90％以上（年間）/94％ ○地域拠点整備への取組実

績 10 地区（累計）/8地区 ○防災・防犯マスター修了者 30 人以上（累計）/26 人

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

地区連絡会での情報交換、防

災訓練や研修会の合同開催

自主防災会

町民生活課

防災・防犯マスター講座の実

施、宮代町安心安全まちづくり

推進事業補助金による助成

町民生活課

デジタル防災行政無線の整備 町民生活課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)防災・防犯マスター講座の開催

・防災・防犯力の向上を目指し､防災と防犯の基礎知識を学ぶ講座を開催します｡

（全 6 回のうち 3 回）

(2)自主防災活動に対する支援(組織の活動に対する経費補助)

・昨年度に引き続き、防災資機材、防災コミュニティ拠点(集会所等)機能整備、地区防災訓練、防災

研修等の経費に対する支援を実施します。

・防災士資格取得制度及び安心安全まちづくり講座指導員派遣制度を新設します。

(3)地域防災訓練(百間小学校)の開催準備

・10月 14 日の開催に向けて自主防災組織やさまざまな団体からなる実行委員会を立ち上げるととも

に、対象となる地区に対して地区説明会を開催します。

(4)防災ポータルサイトの運用、防災関連団体との連携強化

・防災行政無線デジタル化整備工事の完了に伴い防災ポータルサイトの運用開始について広報等を

通じて周知します。また、移動系防災行政無線を活用し、消防団等との連携強化を図ります。

8



9



市民、活動、地域資源の縁結び事業

町民生活課

企画趣旨

活動の創出や拡充に取り組みやすい支援策の創設と運用を進修館で行います。これにより、市民

活動が活発に展開される風土を創り出します。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)まちづくりネットワーク「やりたいゾゥ」登録者からの情報の収集

・窓口業務を通して、やりたいゾゥ登録者から市民活動に関する情報を収集しました。

(2)収集した市民活動情報の整理･共有化

・収集した情報をもとに登録者団体をカテゴリー（情報の分類化）ごとに整理し、進修館内の掲示等で

公開しました。

(3)やりたいゾゥ登録者・市民活動団体のマッチングの推進

・日本工業大学情報工学科およびみやしろおひな祭り実行委員会(登録者)をマッチングし、イベント特

設サイト(期間限定)を開設しました。

・みつば通信（年 4回発行）での活動紹介を行う他、登録者情報の館内掲示、地区・自治会長の会議の

場での登録制度の紹介を行いました。

(4)やりたいゾゥ登録者同士の情報交換・交流

・やりたいゾゥ登録者同士の交流や活動のＰＲの場である「進修館まつり（四季の丘まつり）」を 3月 10

日に開催し、また、開催に向けた準備会を実施し、登録者同士の情報交換を引き続き行いました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○マッチング件数 20 件（年間）/35 件

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

市民活動情報の収集と共有化
町民生活課

進修館

市民活動のマッチング
町民生活課

進修館

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)まちづくりネットワーク「やりたいゾゥ」登録者からの情報の収集

・窓口業務を通して、やりたいゾゥ登録者等から市民活動に関する情報を収集します。

(2)収集した市民活動情報の整理･共有化

・カテゴリー（情報の分類化）ごとに整理した情報を、進修館のホームページにて公開できるよう整備し

ます。

(3)やりたいゾゥ登録者・市民活動団体のマッチングの推進

・日本工業大学などの地域資源を活用し、やりたいゾゥ登録者とのマッチングを推進します。

・広報誌等を活用し、進修館で実施している講座等の受講団体等が、地域で活躍できるような支援をしま

す。

(4)やりたいゾゥ登録者同士の情報交換・交流

・やりたいゾゥ登録者同士の交流や活動のＰＲの場である「進修館まつり（四季の丘まつり）」を 10 月ま

たは 3月に開催するための準備会を行います。
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上手に使おう集会所事業

町民生活課

企画趣旨

集会所の利活用を後押しすることで、地域の中で顔の見える人と人のつながりを形成し、地域コ

ミュニティの活性化を目指します。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)集会所情報の共有化

・集会所の活用事例や先進的な取り組みについて、多くの地区・自治会で情報を共有できるよう、地区

連絡会にて情報提供しました。（敬老会実施事例報告 32件）

(2)集会所の有効活用の促進

・やりたいゾゥ登録者と市民活動団体とのマッチングに向け、区長・自治会長を対象とした地区連絡会

等において要望を確認しました。

(3)集会所の拠点化に向けた支援

・地域コミュニティや防災の拠点として集会所が安全に使用できるように、修繕等のための支援として

集会所整備事業補助金の交付を行いました。(6集会所：1,496,000 円※屋根塗装工事、便所改修工事

など)

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○集会所等を活用したマッチング事業数 5 事業（年間） /7 事業

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

地域情報共有化に向けた支援
町民生活課

進修館

地域と市民団体の活動のマッ

チング

町民生活課

進修館

集会所の拠点化に向けた支援 町民生活課

市民団体や、やりたいゾゥ登録

者等を集会所へ派遣

町民生活課

進修館

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)集会所情報の共有化

・宮代町における集会所の活用事例や先進的な取り組み（地域敬老会・地域交流サロンなど）について、

多くの地区・自治会で情報を共有できるよう、地区連絡会等の機会を通じて、区長・自治会長へ引き続

き情報提供します。

(2)集会所の有効活用の促進

・集会所をイベント等で活用しやすくするために、区長会や地区連絡会において備品貸出の周知を行いま

す。

(3)集会所の拠点化に向けた支援

・地域コミュニティや防災の拠点として集会所が安全に使用できるように、修繕等のための支援として集

会所整備事業補助金の交付を行います。
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人権尊重平和事業

総務課、教育推進課

企画趣旨

市民が、まちづくりへの取り組みや普段の生活の中で、互いに人権を尊重しあい、真に豊かな安

心して暮らしていける社会の実現を図るため、人権尊重をまちづくりの基本に据えて、行政と市民

が一体となって取り組んでいきます。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)人権教育研修会の実施

・正しい人権感覚を養うための研修会を開催しました。

｢人権啓発活性化事業講演会｣ 10 月 27 日 図書館ホール 80 名

｢宮代町人権問題合同研修会｣ 2 月 1 日 進修館小ホール 67名

(2)人権出前講座の実施

・出前講座のメニュー「みんなで学ぼう身近な人権」について、下半期は申請がありませんでした。

(3)男女共同参画セミナーの実施

・男女共同参画の意識づくりや固定的性別役割分担意識の解消を図るため、男女共同参画社会推進会議

メンバーとともにセミナーを開催しました。

「主夫になってはじめてわかった主婦のこと」中村シュフ氏 1 月 20 日 進修館小ホール 40 名

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○住民意識調査のまちづくり満足度向上人権擁護、男女共同参画の取組み 40％
※平成 31 年度住民意識調査実施予定

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

人権教育研修会、出前講座の実施
総務課

教育推進課

男女共同参画セミナーの実施 総務課

平和パネル展、平和啓発事業の実施 総務課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)人権教育研修会の実施

・教職員の人権に対する理解と認識を深めるため全教職員に対して研修会を開催します。

・正しい人権感覚を養うための研修会を開催します。

(2)人権出前講座の実施

・出前講座のメニュー「みんなで学ぼう身近な人権」を引き続き実施し、講座の内容は随時更新していき

ます。

(3)男女共同参画セミナーの実施

・男女共同参画の意識づくりや固定的性別役割分担意識の解消を図るため、男女共同参画社会推進会議に

おいてセミナーの開催について検討します。

(4)平和パネル展、平和啓発事業の実施

・7 月に平和パネル展を図書館ロビーにて開催します。

・平和啓発事業として、7月に小中学生が出演する朗読劇「私たちと原爆」を図書館ホールで上演します。
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宮代型観光推進事業

産業観光課

企画趣旨

宮代町の立地特性、資源を活かした宮代型の観光事業を展開し、交流人口の増加、町内産業の活

性化に結びつけていきます。個々の資源の魅力を多面的な視点から引き出し、組み合わせ、宮代町

ならではの事業を展開していきます。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)新しい村グリーンツーリズム事業の実施（主なもの）

・稲刈り体験の実施（10月） 参加者 736 名

・野菜収穫体験の実施（10 月～11 月） 参加者 213 名

・ハーブ講座、料理講座の実施（10 月～3 月）参加者 27 名

・畑で婚活の実施（10月、11月、1月、2 月）参加者 108 名

・絵本で遊ぼう、陶芸講座（10 月、11月、12 月、2 月）参加者 33名

(2)みやしろまるごと観光情報の発信

・「宮代い～ね!」第 14号を発行して、町内の観光情報を発信しました。29,000 部。（3月）

※町外へポスティング 24,000 部。（配布先：春日部市、久喜市、白岡市、杉戸町）

(3)「つながり作りイベント和ｅ輪ｅ」の開催

・宮代の人、物、場所を観光資源として、町の内外からの集客を目指す「つながり作りイベント和 e輪 e」

を開催しました。（2 月～3 月）

27の体験講座を企画し、うち 24講座を実施、参加者合計 413 名。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○町外からの観光事業参加者数 年間10,000人/およそ15,000人（トウブコフェスティバルを含む）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

新しい村グリーンツーリズム事業の実施 新しい村

観光プログラム実施主体連絡会の創設 産業観光課

みやしろまるごと観光情報の発信
民間主体

産業観光課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)新しい村グリーンツーリズム事業の実施（主なもの）

・田植え体験（5 月～6月）

・稲刈り体験（9 月）

・ラベンダー摘み取り体験（6月）

・ブルーベリー摘み取り体験（7 月～8月）

・野菜収穫体験の実施（6 月）

・ハーブ講座、料理講座の実施（5月～9 月）

・畑で婚活の実施（6 月、8 月）

(2)みやしろまるごと観光情報の発信

・観光プログラムの主な実施主体から、半年間の事業予定情報を収集し、「みやしろまるごと観光カレン

ダー」として観光情報紙「宮代い～ね！」を発行して情報を発信します。（8 月）

(3)「つながり作りイベント和ｅ輪ｅ」の開催

・町内の素敵な場所、物、人を結びつけ、宮代町の観光資源を発掘、創造し、町の内外から参加者を募る

第 5 回和ｅ輪ｅを開催するために、新たな企画づくりに向け実行委員会活動をスタートさせます。
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宮代町の魅力推進事業（里山体験事業）

町民生活課

企画趣旨

宮代町の美しい風景や緑豊かな環境を守り、さらに観光資源として活用することで「交流人口」

さらには「宮代ファン」を増やしていきます。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)里山五楽体験事業の実施

・下記の五楽体験事業を実施し、上半期に続いて宮代町の魅力の発信を行いました。

10 月 28 日 トラスト祭／参加者 193 名

11 月 19 日 里山の恵みでつくろう／参加者 10名

12 月 17 日 山崎山クラフトづくり／参加者 20名

1 月 21 日 冬の自然観察会／参加者 8 名

2 月 18 日 冬の生き物を観察しよう／参加者 12 名

3 月 18 日 春の野草観察会／参加者 35 名

(2)みやしろ桜応援団

・「桜イルミネーション」桜の木オーナーや地域住民の協力のもと、笠原地区・商工会館横の桜 39 本に

電飾を設置し、冬の街並みを明るくあたたかく演出しました。

・「ふるさとキレイ大会ｉｎ宮代」町内の小中学生を主なメンバーとする「ＭＩＹＡＳＨＩＲＯエコ☆ス

ターズ」と連携し、桜並木周辺の清掃活動を行いました（参加者数 122 名）。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○里山体験事業参加者数 1,000 人（年間）、町外参加者率 50％以上

/1,926 人（うち町外参加者 1,260 人 65.4％）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

里山五楽体験事業 環境保全団体、町民生活課

みやしろ桜応援団 環境保全団体、町民生活課

平成 30 年度 上半期の実施予定

五楽体験事業として、山崎山自然観察会やツリークライミング、ホタルの観察会といったイベントを行

います。また、桜に親しみやすい環境を整え、宮代町の桜のファンを拡大するため、桜の写真コンテスト

や樹木管理を実施します。

(1)里山五楽体験事業の実施

・五楽体験事業（宮代の豊かな自然環境を体の五感全てを使って楽しんでいただく事業）を月 1 回程度で

実施します。

4 月 15 日 春の野草観察会「野草の天ぷらを味わい、春を食す」

5 月 20 日 山崎山ツリークライミング

6 月 16 日・17日 ホタルの夕べ観賞会

7 月 28 日 第 4 回宮代こども昆虫博士検定

8 月 5日 スーパーナイトハイク「夜の生き物観察会」

9 月 16 日 秋の野草観察会

(2)みやしろ桜応援団

・宮代の美しい桜を多くの方に知っていただくため、宮代桜百選（桜の写真コンテスト）を実施します。

また、受賞作品を進修館内に掲示したり、ホームページや観光情報紙などに掲載・活用し、宮代の美し

い桜をＰＲします。

・桜イルミネーションの実施に向けて、みやしろイルミネーション実行委員会と調整を行います。
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市民の活動をつなぐインターネット放送局

総務課

企画趣旨

宮代町内で行われているスポーツ活動や文化活動、学校行事、行政情報、議会情報、商業情報等

を動画で発信します。これにより、町内の人には相互刺激、連携、新たな発見を促し、町外の人に

は町の魅力を知ってもらうことで活性化につなげることを目的とします。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)町の出来事をお知らせする動画を配信(市民特派員などによる動画の制作･発信)

・町のイベントや地域の出来事（こども議会、里山マルシェ等）、またイベントの告知動画（文化祭、ト

ウブコフェスタ等）などをユーチューブで配信しました｡（50 本）

・通信員として宮代高校と協力し、学校活動（文化部フェスタに向けて）の情報発信を行いました。（1

本）

(2)見てもらうための動画の作成

・特派員のスキルアップ目的に、日本工業大学情報工学科大山教授を講師に招き、撮影編集及び情報セ

キュリティーの講座を開催しました。（11 月 24 日）

・イベントの目的を間違いなく発信できるよう、撮影対象の責任者との調整方法などを特派員同士で勉

強しました。（月 1回）

(3)宮代町インターネット放送局の認知度を高める取り組み

・インターネット放送局の認知度を高めるため、庁舎ロビーにモニター等を設置しました。これまでの

動画に加え、桜市の告知動画も作成し、同時に流すことでイベントの集客及び放送局のＰＲを行いま

した。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○視聴回数 25,000 回（年間）/20,257 回

○動画配信 50 本を維持（年間）/105 本

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

特派員による動画の制作、ウ

ェブサイトを通じた発信
総務課

新たな視聴者の獲得策の検

討、実施（随時）
総務課

財源確保の取組みの検討 総務課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)町の出来事をお知らせする動画を配信(市民特派員などによる動画の制作･発信)

・町のイベントや地域の出来事、またイベントの告知動画などをユーチューブで配信します｡

・地域の情報を充実させるため、日本工業大学及び宮代高校との連携を図ります。

(2)見てもらうための動画の作成

・特派員のスキルアップを目的に、引き続き日本工業大学の協力をいただき、撮影編集及び情報セキュリ

ティー等の講座を開催します。

・視聴者の求める作品時間や新たなコンテンツなどの検証を行います。

(3)宮代町インターネット放送局の認知度を高める取り組み

・インターネット放送局の認知度を高めるため、庁舎ロビーに設置したモニターの有効活用を検討します。

・放送局動画の視聴が増えるよう、パソコンやスマートフォンでも見る事ができる方法など広く周知する

ための取組みを検討します。

・町のイベントが事前に周知できるよう、庁舎内の情報の伝達や収集に努めます。

(4)特派員の確保に向けた取り組み

・初心者でも取り組めるよう一般向けの動画撮影編集講座を開催し、特派員の確保に努めます。

コンテンツ：情報サービスにおける情報内容

ウェブサイト：ホームページのこと
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みんなで子育て！こども未来事業

福祉課

企画趣旨

子育て新施設「宮代町子育てひろば」を拠点に子育ての輪を広げ、地域で子育てを応援する環境

をつくります。宮代町の子育て環境を充実させ、町外からの子育て世代流入を図ります。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)子育て応援ウェブサイト「みやしろで育てよっ」の運用

・特集記事や子育てコラム、フェイスブックなどで、子育て情報やイベント情報を発信しました。

※10月特集「宝物を見つけに行こう～里山あそび～」、1 月特集「絵本で楽しい親子時間を」

※アクセス数 月平均 3,055 件

(2)「みやしろで育てよっ」の周知

・子育てひろばイベント時のチラシ配布や、ホームページで「みやしろで育てよっ」を周知しました。

(3)子育ての輪を広げる取り組み

・フェイスブックやライン＠を活用し、子育てに関する情報や子育てに関するイベント情報などを発信

しました。（フェイスブックのびのび子育て情報グループ 182 名登録、ライン＠159 名登録）

・利用者からの声で、双子の会「ツインズピース」ができ、2 ヶ月に 1 回情報交換などを行っています。

(4)利用者参加型イベントなどの各種イベント、市民団体などとの連携事業等の開催

・子育てひろば利用者が企画に参加し、利用者が講師となり、筆ペン講座及びパパ講座を行いました。

筆ペン講座（11 月 21 日（火）10名参加）

パパ講座「クッキーづくり」（2 月 25 日（日）25名参加）

三世代交流事業をさわやかクラブ連合会とともに実施しました。

※門松づくり（12月 16 日（土）64 名参加）紙とんぼづくり（3月 10 日（土）23 名参加）

・保育ボランティアの育成講座を、子育てひろば、げんきっ子、社会福祉協議会と合同で実施しました。

（2月 27 日（火）4 名参加）

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○子育てひろば利用者 25,000 人（年間）/ 33,903 人

○子育て支援センター2か所利用者 10,000 人（年間）/ 6,937 人

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

子育て応援ウェブサイトの制作 福祉課

子育て応援ウェブサイトの運用 福祉課

利用者参加型イベントなどの各種イ

ベント、市民団体などとの連携事業、

ボランティアの育成講座等の開催

福祉課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)子育て応援ウェブサイト「みやしろで育てよっ」の運用

・特集記事や子育てコラム、フェイスブックなどで、子育て情報やイベント情報を発信します。

※4 月特集「おにぎり持ってでかけよう」、6 月特集「テーマ未定」

(2)「みやしろで育てよっ」の周知

・子育てひろばイベント時のチラシ配布や、ライン＠などでウェブサイトの周知を行います。

(3)子育ての輪を広げる取り組み

・フェイスブックやライン＠などを活用し子育て世代のネットワークを作り、子育てひろばでの事業の企

画などに関わることができるように情報を発信します。

(4)利用者参加型イベントなどの各種イベント、市民団体などとの連携事業等の開催

・利用者が企画に参加するイベントや三世代交流事業を実施します。

※まこも馬づくりなど

・利用者参加型イベントをＰＲし、イベントの企画者を広く募ります。
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みやしろ定住促進作戦

企画財政課

企画趣旨

町内の住宅団地内では高齢者だけの世帯や高齢者の独居世帯が増えるとともに、空き家、空き部

屋も増加傾向にあります。こうした市街地の資源を活用して、子育て、介護が必要なＵターン世代、

交流イベントで獲得した「宮代ファン」を誘引し定住人口を増やしていきます。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)移住者インタビュー

・宮代への移住者のインタビューを深掘りした特集記事「暮らシロ」と、宮代町での住み方を提案する

特集記事「宮代暮らし」を制作し、定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」で発信しました。

※「暮らシロ」1 件『夢を形にできた街』

※「宮代暮らし」2件『人との出逢いに癒される暮らし』『みやしろの桜に癒される暮らし』

(2) みやしろ初めてツアーの実施

・町外からの転入希望者を対象として、町内の公共施設などを案内するツアーを実施しました。

※2 件（越谷市、川口市）

(3) 横断的な情報発信

・他課所管の「働く」、「育てる」をテーマとしたウェブサイト「宮代で働こっ」、「みやしろで育てよっ」

と連携し、それぞれのサイトの特集記事を「みやしろで暮らそっ」で共有し情報発信しました。

・ふるさと納税のお礼状に町ＰＲチラシと「みやしろで暮らそっ」チラシを同封し発送しました。

※約 3,300 枚

(4) 「みやしろで暮らそっ」のリニューアルの検討

・新たな記事とこれまで蓄積してきた記事との連動性の向上や、スマートフォンでの閲覧のしやすさ、3

駅を中心とした各エリアのＰＲなどを踏まえたサイトのリニューアル仕様書の検討を行いました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○サイトアクセス数 20万件（年間） /21.5 万件

○ツアー参加 20件（年間） /5件

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

定住促進サイト「みやしろで暮ら

そっ」の運営、バージョンアップ
サイト運営会社

みやしろ初めてツアーの実施 企画財政課

横断的な情報発信
サイト運営会社

企画財政課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1) 定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」による情報発信

・宮代への移住者のインタビューを深掘りした特集記事「暮らシロ」と、宮代町での住み方を提案する特

集記事「宮代暮らし」を制作し、定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」で発信します。

(2) みやしろ初めてツアーの実施

・町外からの転入希望者を対象として、町内の公共施設などを案内するツアーを実施します。

(3) 横断的な情報発信

・他課所管の「働く」、「育てる」をテーマとしたウェブサイト「宮代で働こっ」、「みやしろで育てよっ」

と連携し、それぞれのサイトの特集記事を「みやしろで暮らそっ」で共有し情報発信します。

・ふるさと納税のお礼状に町をＰＲするチラシを同封し発送します。

・町外からの参加が見込まれるイベントを活用し「みやしろで暮らそっ」をＰＲします。

(4) 「みやしろで暮らそっ」のリニューアル

・新たな記事とこれまで蓄積してきた記事との連動性の向上や、スマートフォンでの閲覧のしやすさ、3

駅を中心とした各エリアのＰＲなどを踏まえたサイトのリニューアルを実施します。

Ｕターン世代：子育てや親の介護な

どで故郷に戻ることを考え出す世代
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宮代ファーマーズタウン推進事業

産業観光課

企画趣旨

市民農園やガーデニングの観光資源化を進め、町民はもとより町外からも農に親しむ人口を増や

すことで、地域経済の活性化に結びつけるとともに、遊休農地の解消を狙いとします。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)認定市民農園開設支援

・市民農園の補助制度の周知を農業委員や農地利用最適化推進委員に図るとともに、農家組合長会

議等でのＰＲを行いました。

(2)市民農園応援フェアの開催

・地場産農産物の販売促進及び市民農園での作物作りを応援するために、新しい村において「生産

者土曜市」を開催し、季節に応じた野菜苗や花苗の販売や必要な資材等の販売を対面販売で行い

ました。

(3)認定市民農園「宮代西原ふるさと農園」の今後の管理運営についての検討

・ＮＰＯ法人「菜の国みやしろ」が、高齢化及び人材不足等により 3 月末を持って解散することと

なったため、市民農園用地の今後の管理について調整を行いました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○認定市民農園利用率 80％ /100％

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

認定市民農園開設支援 産業観光課

既存認定市民農園の運営支援 産業観光課

応援フェアの開催 新しい村

市民農業大学事業への支援 産業観光課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)認定市民農園開設支援

・市民農園の補助制度の周知を農業委員や農地利用最適化推進委員に図るとともに、農家組合長会議

等でのＰＲを行います。

(2)市民農園応援フェアの開催

・市民農園での作物作りを応援するために、新しい村において「春の苗物市」を開催し、季節に応じ

た野菜苗の販売や必要な資材等の販売を対面販売で行い、農作業のアドバイスも行います。併せて、

認定市民農園のＰＲを行います。

(3)認定市民農園「宮代西原ふるさと農園」の今後の管理運営についての検討

・ＮＰＯ法人「菜の国みやしろ」の解散によって閉園した「宮代西原ふるさと農園」の畑について、

耕作放棄地とならないように新たな耕作者を確保し、利用権設定等の手続きを行います。

ファーマーズタウン：市民農園やガーデ

ニングなどで土に親しめるまち
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道仏土地区画整理周辺整備事業

まちづくり建設課

企画趣旨

新たな流入人口の受け皿となる市街地として整備されている道仏土地区画整理地を中心とし周辺

道路等を含む事業として整備を行います。なお、各都市計画道路は、道仏土地区画整理地にアクセ

スし住宅地としての機能を高めるだけでなく、周辺市街地間のアクセスや駅間のネットワークを構

成する重要な路線となります。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】
(1）土地区画整理事業

・換地計画申請を行い、認可を受けた後、換地処分通知を関係権利者あて発送、全地権者に到達したこ

とを確認後、換地処分公告を行い登記簿の表題部の書き換え及び保留地の登記簿作成を行いました。

・公共施設管理引継図書作成を行いました。

(2)（都）春日部久喜線（町道第 12 号線）

･下半期においては、軟弱地盤対策工事（Ｌ＝327ｍ）を実施いたしました。用地については、平成 29年

度末で 3,096.08 ㎡、取得率は 70.78％となりました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○宅地の利用開始 100％ /100％（平成 28 年度達成済）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

土地区画整理事業 組合

（都）春日部久喜線（町道第 12 号線）
まちづくり

建設課
（都）宮代通り線

（都）新橋通り線 埼玉県

姫宮落川沿い道路拡幅工事（区画整

理関連） まちづくり

建設課公園整備 2 か所

上下水道管の布設替え

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)土地区画整理事業

・清算業務を行います。

・保留地の所有権移転登記を行います。

・国土調査法第 19 条第 5 項申請業務を行います。

(2)(都)春日部久喜線(町道第 12 号線)

･用地買収に係る交渉および軟弱地盤対策工事を継続して行います｡
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東武動物公園駅西口周辺整備事業

まちづくり建設課

企画趣旨

東武動物公園駅西口地区では、東武鉄道杉戸工場跡地の土地利用転換にあわせて、土地区画整理

事業を実施するとともに、東武動物公園駅西口駅前通り線や中央通り線を整備し、商業の活性化に

よる中心市街地の魅力向上を図ります。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】
(1)(都)中央通り線(町道第 91 号線)整備

・用地買収に係る交渉を継続して行いました。（継続中）

・整備工事に着手しました。（継続中）

(2)(都)東武動物公園駅西口通り線整備

・（都）中央通り線と県道春日部久喜線の交差点改良に必要となる権利者との用地交渉を行いました。（継

続中）

・交差点改良の設計に係る関係機関協議を行い、一部工事に着手しました。（継続中）

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○住民意識調査のまちづくり満足度向上：「市街地」について 60％
※平成 31 年度住民意識調査実施予定

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

都市計画道路中央通り線の整備 まちづくり建設課

都市計画道路東武動物公園駅

西口通り線の整備
まちづくり建設課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)(都)中央通り線(町道第 91 号線)整備

・用地買収に係る交渉を継続して行います。

(2)(都)東武動物公園駅西口通り線整備

・（都）中央通り線と県道春日部久喜線の交差点改良に必要となる権利者との用地交渉を継続して行いま

す。

・設計に係る関係機関協議を行い、平成 31年度末に完了を目途として事業を進めます。
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東武動物公園駅東口周辺整備事業

まちづくり建設課

企画趣旨

東武動物公園駅東口地区では、地元協議会が主体となって整備エリアや整備手法等の検討を進め、

駅前広場の整備や東武動物公園駅東口通り線沿線の商店街の活性化による中心市街地の魅力向上を

図ります。また、検討に当たっては、埼玉県（杉戸県土整備事務所）及び杉戸町と連携・協力し、

一体的なまちづくりを目指します。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】
(1)事業協力

・駅前広場整備のため、杉戸町と事業協力についての協定を締結しました。（平成 29年 11 月 9日）

(2)権利者の事業に対する合意形成

・用地交渉を進め、駅前広場となる用地を取得しました。（継続中）

・物件調査を引き続き実施し、調査結果がまとまり次第、物件調査の結果等について個別の事業説明を

随時行いました。（継続中）

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○住民意識調査のまちづくり満足度向上：「市街地」について 60％
※平成 31 年度住民意識調査実施予定

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

協議会の開催（用地物件補

償・事業手法等の検討）
地元協議会

協議会への参加（権利者の

事業に対する合意形成）
まちづくり建設課

事業認可に必要となる調査設

計の実施
まちづくり建設課

事業認可手続き まちづくり建設課

事業実施（用地物件補償） まちづくり建設課

※平成 33年度から整備実施

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)事業協力

・駅前広場整備及び駅前通り線の整備について、埼玉県、杉戸町と協議を行います。

(2)権利者の事業に対する合意形成

・物件調査の結果や事業の進捗状況等について個別事業説明を随時行い、必要に応じて協議会を開催しま

す。

・事業に必要となる補助金を確保し、用地交渉を行います。
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まちなか起業創業支援事業

産業観光課

企画趣旨

宮代マルシェ（市場）を定期開催し、町内外から起業を志す人材を呼び込みます。合わせて、マ

ルシェの独立したウェブサイトを構築し、出店者の募集とマルシェ開催の告知を行います。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)宮代マルシェの開催

・10月 28 日（土）、新しい村を会場とする里山マルシェを開催しました。町内外から 18店が出店し、お

よそ 2,000 人の来場がありました。なお、同会場で農産物の 6 次化事業である「紫マルシェ」、山崎山

でトラスト祭を同時開催しました。

・3 月 11 日（日）、進修館周辺において「宮代トウブコフェスティバル」を開催しました。前年 9 月に悪

天候のため中止となった 2 日間のマルシェを 1 日にして実施。食べ物、手工芸品の販売や製作体険な

ど、89 のお店と竹ブランコなど 5 種類の遊び場を用意しおよそ 15,000 人の来場者でにぎわいました。

(2) 起業支援・空き店舗対策

・起業支援ウェブサイト「宮代で働こっ」等を活用して空き店舗情報を発信するとともに、「宮代町空き

店舗改修費補助金」制度について、利用しやすくするために店舗の家賃を補助の対象とする一部改正

を行いました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○起業創業支援事業による町内での起業 10 件/2 件

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

宮代マルシェの開催 産業観光課、

マルシェ実行委員会

町融資制度の見直し

（開店支援制度の構築）

産業観光課

商工会

制度のＰＲ、ウェブサイトの開設 産業観光課

商工会

起業支援・空き店舗対策

新制度の実施

産業観光課

商工会

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)宮代マルシェの開催

・街のにぎわい創出と産業の活性化、さらに交流人口の増加を目指して、進修館及び周辺広場で「宮代ト

ウブコフェスティバル」を開催します。特に起業を志す方の挑戦の場としていただけるよう、町民主体

の実行委員会が企画及び準備活動を行います。

(2) 起業支援・空き店舗対策

・宮代町商工会と連携し、創業セミナーを開催するとともに、広報みやしろや起業支援ウェブサイト「宮

代で働こっ」等を活用して、「宮代町空き店舗活用補助金」の利用促進に努めます。
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障がい者の雇用創出事業

福祉課

企画趣旨

農業や商工業など様々な分野で障がい者の雇用創出に取り組み、障がい者がいきいきと働き続け

ることができる宮代型（地域循環型）産業を創出していきます。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)障がい者雇用の普及啓発､就労相談

・障がいのある方の就労相談においては､専門の相談機関である埼葛北障害者就業･生活支援センター等

を通じて相談者の就労を図りました。

※相談件数 274 件、就労者数 3名

(2) 障がい者就労施設等の業務確保支援

・障がい者就労施設等からの調達可能物品等を庁内に調査・紹介をしました。

・障がい者就労施設等が運営する福祉の店を庁舎内に設置しました。

・12 月 1日から 12 月 8日に「こころつなぐ展示会」を開催し、障がい者団体等 9団体の活動を紹

介しました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○ 障害者就業・生活支援センター等を通じての一般就労者 15 人/ 11 人

○ 障害者優先調達推進法による町発注額 3,000 千円を維持（年間）/ 2,887 千円

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

障がい者雇用の普及啓発、就労相談 福祉課

障がい者就労施設等の業務確保支援 福祉課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)障がい者雇用の普及啓発､就労相談

・障がいのある方の就労相談においては、専門の相談機関である埼葛北障害者就業・生活支援センター等

を通じて相談者の就労を図ります。

(2)障がい者就労施設等の業務確保支援

・平成 30 年度宮代町における障がい者就労施設等からの物品等の調達方針、及び、平成 29 年度の調達実

績をホームページにおいて公表します。

・障がい者就労施設等が運営する福祉の店を庁舎内に設置し、物品販売等の促進を図ります。

33



宮代町農業の 6次化推進事業

産業観光課

企画趣旨

農産物の生産・加工・販売の一体（垂直統合）化を進め、農業生産関連所得を増やし農業への若

者参入や定住促進を目指します。また、商業との連携も図り地域経済の活性化を図ります。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)明日の農業担い手支援 6 次化推進事業補助金制度のＰＲ

・既に加工施設の改修事業の実施に向けて相談のあった農家（1 名）に対し、事業計画の作成や申

請手続等の支援を行い、補助金を交付しました。

(2)町の 6 次化商品のＰＲ支援

・10 月 28 日（土）に新しい村で「紫マルシェ」を開催し、紫色の農産物（野菜及び果実）を素材

とした加工品のＰＲ・販売支援を行いました。

(3)商品開発支援

《宮代町の地域伝統食の発掘》

・秋冬野菜を使ったみやしろの伝統食の掘り起こし調査を引き続き実施し、調査の成果を「宮代町

郷土の味調査報告書」としてまとめました。

《新たな 6 次化商品の開発》

・新たな 6次化商品の調査・研究をするため、「第 2 回宮代町 6次化戦略研究会 伝統食のメニュー

勉強会」を 10 月 11 日に、「第 3 回宮代町 6 次化戦略研究会 旧加藤家での試食会」を 11月 19 日

に開催しました。実際に伝統食や紫色の農産物のメニューを試食し、6次化推進に向けた議論を

行いました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○6 次化製品新規 10 品目/5 品目（合計）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

明日の農業担い手支援 6 次化推進事

業補助金制度のＰＲ
産業観光課

町の 6 次化商品のＰＲ支援、商品開発

支援、「紫いも」の年間供給体制の支援
産業観光課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)明日の農業担い手支援 6 次化推進事業補助金制度のＰＲ

・「宮代町農業振興事業の概要」を活用し、農家組合長会議や生産者組合会議等で補助制度の周知を

行います。

(2)町の 6 次化商品のＰＲ支援

・6 次化商品のＰＲ支援を行うため、メイドインみやしろ認証制度と連携し、宮代町産農産物を使用

又は加工した商品を販売する飲食店等を「地産地消推進の店（仮称）」として認証する制度の検討

を行います。

(3)商品開発支援

《宮代町の地域伝統食の発掘》

・伝統食掘り起し調査の成果と紫野菜を使った料理及びレシピ等についてまとめた冊子を作成しま

す。

《新たな 6 次化商品の開発》

・新たな 6次化商品の調査・研究をするため、従来取り組んできた 6 次化戦略研究会を組織化し「食

と農の研究会」を開催するとともに、伝統食料理教室を開催し、6 次化の推進に向けて取り組みま

す。

農業の６次化：農業者が自ら作った作物を原材料として加工・製造、流通・販売までを行う取り組み
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明日の農業担い手支援事業

産業観光課

企画趣旨

高齢化や後継者不足による耕作放棄地の増加を防ぎ、町の農村環境の維持を図るため、新規就農

者を確保、育成していきます。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】

(1)農業担い手塾での塾生の受入れと自立支援､里親制度の充実

【新規就農者の育成・確保】

・2 月 10 日に東京池袋で開催された「新・農業人フェア」に出展し、町の農業担い手塾及び就農支

援制度等をＰＲするとともに、町出展ブースに来場した方（12組 13 人）と面談を行いました。ま

た、フェア当日に面談を行った方を対象に 3 月 8日及び 24日に町内での「現地案内会」を開催し、

4 組 5 人の方が参加しました。

(2)｢農｣のあるまちづくり担い手支援対策事業補助金の交付

【担い手・大規模農家の確保、支援】

・「農業振興事業の概要（29 年度版）」を活用し、「明日の農業担い手支援対策事業補助金制度」の

活用を提案した結果、2件の申請がありました。

○申請内容及び補助金交付決定額

ア 園芸・果樹生産担い手支援事業（農業機械） 野菜包装機の導入 1,802,790 円

イ 園芸・果樹生産担い手支援事業（栽培施設） 灌漑設備の導入 901,800 円

(3)町外の大規模農家や農業法人等による町内への農業参入の促進

【民間企業・法人等による町内への農業参入の積極的誘致】

・(有)モンテローザファームによる町内への農業参入に際し、11月 16 日に町と法人との間で「企

業・法人の農業経営参入に関する協定」を締結しました。

・モンテローザファームでは、12月 1 日より大字東粂原及び須賀地内の農地（約 2.3ha）において

営農を開始し、パイプハウス等の生産基盤の整備を行い、水菜、リーフレタス、パクチーなどの

葉物野菜の栽培を開始しました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○新規就農者の確保 5人/4 人

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

新規就農者の育成、確保 産業観光課

担い手・大規模農家の確保、支援 産業観光課

民間企業・法人等による町内への

農業参入の積極的誘致
産業観光課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1)農業担い手塾での塾生の受入れと自立支援、里親制度の充実

・新たな就農希望者の誘致・獲得に向けて、引き続き、「新・農業人フェア」をはじめとする就農相

談会やイベント等へ積極的に出展し、町の新規就農支援事業のＰＲを行います。

・研修中の安定した生活基盤（生活支援・家賃等補助）の確保を図り、塾生が実践研修に専念できる

環境を整備するため、「宮代町農業担い手塾営農研修奨励金制度」を創設します。

(2)「農」のあるまちづくり担い手支援対策事業補助金の交付

・「農業振興事業の概要（30 年度版）」を活用し、担い手農家に対して補助金の活用を提案するとと

もに、補助制度の活用について相談のあった農家への申請手続等の支援を行います。

(3)町外の大規模農家や農業法人等による町内への農業参入の促進

・さらなる遊休農地等の利活用を図るため、埼玉県及び農地中間管理機構等の関係機関と連携を図り、

企業の農業参入を促進します。
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宮代町農業生産基盤整備推進事業

産業観光課

企画趣旨

農業生産基盤の整備を推進し、農業生産の効率化・省力化を図るとともに、特定の担い手への農

地集積化を推進し、農作業環境の向上を目指します。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1) 集落営農についての情報発信

・既に 29 年度から共同活動に取り組んでいる「若宮地区陸田管理組合」に加え、30 年度からの共同活動

の実施に向けて準備を進めてきた前原・中地区並びに宮東内野地区において、3月 10 日に「中地区水

田管理組合」が、3月 25 日に「内野地区農地管理組合」がそれぞれ設立されました。

(2)小規模農地基盤整備事業補助事業の推進

・農家に対し補助事業の積極的な活用を引き続き呼びかけた結果、29 年度では 10 件の補助申請がありま

した（暗渠排水施設整備事業 1件 水田区画拡大事業 9件）。

(3)用排水路の整備

・県費単独土地改良事業を活用した農業用排水路（字山崎地内 延長 254ｍ）のコンクリートフリューム

への改修工事を実施しました。

(4)過度な経費負担を伴わない基盤整備事業の研究

・「水田農業に関するアンケート調査」結果説明会を 1月 26 日、27 日に若宮集会所及び宮東集会所で開

催し、「宮東・中島地区」をモデル地区として、今後農地の集積・集約化及び共同化に向けて勉強会等

を実施していくことになりました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○農地の集約面積（利用権設定面積）105ha /95ha

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

小規模基盤整備事業の実施 産業観光課

農業用排水路の改良 産業観光課

集落営農の推進、埼玉型圃

場整備事業の検討
産業観光課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1) 集落営農についての情報発信

・30 年度から新たに「多面的機能支払交付金」の事業採択を受けて共同活動に取り組む「中地区水

田管理組合」及び「内野地区農地管理組合」による円滑な事業実施に向けた支援を行うとともに、

他の地域・地区へ波及させていくため、引き続き、農家組合長会議や農業委員・農地利用最適化推

進委員の会議等を通じて情報提供を行います。

(2)小規模農地基盤整備事業補助事業の推進

・「農業振興事業の概要（30 年度版）」や農業委員会だより・ＨＰ等を活用し、農家に対し補助事業

の積極的な活用を引き続き呼びかけていきます。

・申請希望者に対しては、事業実施に向けた申請手続等の支援を行っていきます。

(3)用排水路の整備

・県費単独土地改良事業を活用した、字姫宮地内の土水路（延長 288ｍ）のコンクリートフリューム

水路への改修工事の実施に向けた測量設計を行います。

・笠原沼落川の一部において川床の改良工事を行い、排水機能の改善を図ります。また、その他用排

水路についても補助要望等を行いながら事業化を図っていきます。

(4)過度な経費負担を伴わない基盤整備事業の研究

・引き続き、農業委員会及び農地利用最適化推進委員と協議しながら、「宮東・中島地区」において、

将来の農地の集積・集約化に向けた勉強会等を実施するとともに、県内の他地域で実施されている

集落営農や基盤整備の取組事例の視察等を行います。
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公共施設再編第 2 期計画

企画財政課、教育推進課

企画趣旨

近い将来に訪れる更新時期を前にして、人口減少、少子高齢化が進んでおり規模の面からも、財

政負担の面からも現状と同様のフレームでの施設更新は適切ではありません。次代のニーズ、行政

需要に応じた適正規模の施設へと再編・集約を図ることで持続可能な行政運営を目指します。

平成 29 年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1) 小中学校の適正配置にあたっての取組み

・小中学校の再編計画は長期に亘ることから、施設の長寿命化対策についても検討しました。しかし、

今後も、課題として「児童生徒数減少」、「学校施設建替」があることに変わりはなく、児童生徒数の

推計など、その動向等を引き続き注視・検証しました。

・保護者や地域住民の意向を反映するための情報提供の一環として、小中学校の再編にあたっての現状

や課題を教育委員会だよりなどで発信しました。

(2)借地の解消に関する方針の策定

・西原自然の森用地を平成 30年度中に購入するために、地権者と交渉をするとともに、次年度予算の確

保をしました。また、借地については、取得する施設や年度等の具体的方針について定めました。

主な成果目標（平成 28年～平成 32 年）/平成 29 年度末の実績

○公共施設等総合管理計画の策定/公共施設等総合管理計画の策定（平成 28 年度達成済）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 H31 H32

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

公共施設等総合管理計画の策定 企画財政課

小中学校適正配置・公共施設再編
教育推進課

関 係 課

借地の解消 企画財政課

平成 30 年度 上半期の実施予定

(1) 小中学校の適正配置にあたっての取組み

・小中学校の再編計画は長期に亘ることから、施設の長寿命化についても検討します。

平成 30年度においては、中学校において劣化診断を実施し、施設の実態把握、老朽化状況の把握を行

う予定です。

・小中学校の再編にあたっての現状や課題を教育委員会だよりなどで発信します。

(2)借地解消の取り組み

・西原自然の森用地については、地権者との交渉を行い、下半期での購入に向けた調整を図ります。

また、借地については、具体的方針に基づく 9施設の借地を優先的に取得する方向で、担当部署と

調整を図ります。
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